
かながわ生きもの調査ってなに？

どうやって調査するの？

どんな生きものが対象なの？

「外来種」対象種（13種）「里山のいきもの」対象種（16種）

みなさんの身近にある自然に住んでいる生きものを探して、発見情報を報告して
もらうものです。
楽しみながら神奈川県に住んでいるたくさんの生きものについて学んでいただくこ
とを目的に平成31年３月からはじめました。

対象の生きものを観察・撮影し、スマートフォンやタブレットなどを使って環境省が
運営する「いきものログ」の調査ページに報告していただきました。

かながわ生きもの調査は、みなさんが知ってるトンボやツバメなど身近な生きもの
を対象とした「里山の生きもの」調査、元々は神奈川県にいなかった生きものを対
象とした「外来種」調査の２つの調査があります。

「外来種」令和３年度末追加対象種（５種）



結果（集計期間：令和３年４月１日～令和４年３月31日）

里山の生きもの調査…61人 外来種調査…57人

１ 参加者数

２ 報告者数
調査に参加してくださった方のうち、実際に投稿してくれた人数

里山の生きもの調査…2人
外来種調査…3人

投稿してくださった皆様、本当にありがとうございました！

里山の生きもの調査

飛行機雲 さん 111件
らっぱうに さん 1件

外来種調査

飛行機雲 さん 70件
ゴミムシ さん 1件
ハルパパ さん 1件

報告者別報告件数

３ 報告件数

（１） 里山の生きもの調査：全112件

第１位 ツバメ 56件
第２位 モンシロチョウ 26件
第３位 アオサギ 9件

ナズナ 9件

対象種別報告件数ランキング

里山の生きもの調査で最も多く投稿されたツバメは、
近年、巣を作る場所が減ったり、エサ場となる農耕地
などが減ったりしたことによって、2006年に出版した
神奈川県のレッドデータブック（絶滅の恐れがある
野生生物の生息状況等をまとめた冊子）で生息地
あるいは生息個体数が著しく減少している「減少種」
に区分されています。
しかし、一昨年、昨年に続き皆さんの身近にいる
生きものとして多くの発見情報がありました。

提供 相模原市立博物館



対象種別報告件数ランキング

第１位 ナガミヒナゲシ 21件
第２位 ミシシッピアカミミガメ 15件
第３位 ガビチョウ 14件

外来種調査で多く投稿されたミシシッピアカミミガメは、緊急対策外来種
に指定されており、今まで輸入・販売は禁止されておりませんでしたが、令
和４年５月に改正外来生物法が成立したため、
令和５年には輸入・販売が禁止となります。
ペットとして広く知られている種ですが、
現在飼育されている方は、最期まで責任を
もって飼育いただくようお願いします。

（２） 外来種調査：全72件

前年度報告がなかった
ナズナの報告が９件あり
ました。

春の七草のひとつでも
あるナズナは、「三味線
草」「ペンペングサ」とも呼
ばれています。見た目が
三味線のばちに似ている
こと、果実を茎から少しは
がしてくるくる回すと、ペ
ンペンと音がすることが
由来です。

※投稿件数が０件＝神奈川県にいないということではありません。

投稿いただいたコメント（一部）

「ツバメ」を発見！

・ツバメの飛翔を確認。
・国道と高速道路の上を飛んでいました。近くに営巣場所があ
るのか？

「モンシロチョウ」を発見！

・畑のそばのノゲシに訪花。

「カワセミ」を発見！

・オスがメスのそばに行く様子が見られました。求愛給餌を
行っていたのかもしれません。

撮影 秋山幸也



毎年多くの報告が寄せ
られるガビチョウは、特定
外来生物に指定されてい
ます。

鳴き声の美しさから、ガ
ビチョウはペットとして飼
われていましたが、もとも
と住んでいる生きものた
ちに悪い影響を与えるた
め、現在は飼育は禁止さ
れています。

投稿いただいたコメント（一部）

「クリハラリス」を発見！
・広いエリアの５箇所で、姿を見せたり鳴き声をあげたり。

「ナガミヒナゲシ」を発見！
・畑の橋で大きな株に育っています。

「ガビチョウ」を発見！
・さえずらず、深い草藪の奥でゴソゴソ。

令和３年度に生きもの調査に参加・報告してくださったみなさん、本当
にありがとうございました。

県では引き続き２つの調査を行いますので、令和４年度も対象の生き
ものを発見したらぜひ報告をよろしくお願いいたします。
この調査がみなさんが自然と親しむきっかけづくりになりますように。

令和４年１１月４日 神奈川県自然環境保全課

「オオイヌノフグリ」を発見！
・店舗の脇に。


